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技術の特徴
 一般住民を対象とした食事記録から代表的な食品として191品目を選定し、妥当性確認され

データを蓄積した。
 データベースに収載した食品は食事記録による総摂取量の約80%をた酸素ラジカル吸収能

測定法（ORAC法）で抗酸化能を評価、カバーしており、食事からの抗酸化能摂取量を推算
するのに十分なデータを有している。

研究の内容

今後の展開
 日本版食品抗酸化能データベースの公開（論文および機能性・食事バランスデータベース）
 食事からの抗酸化能摂取量と疾病発症リスクの関連性に関する栄養疫学調査
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機能性

農研機構

食品研究部門

本研究は、農研機構・国立健康栄養研究所・岩手医科大学・帝京大学の共同研究で実施した

食品番号と一対一対応

購入地域の異なる
最低2検体を測定

妥当性確認された親水性ORAC, 
親油性ORACで評価

H-ORAC値の分布

食品抗酸化能データベースの抜粋
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